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・
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ョ
バ

　

五
月
に
開
催
さ
れ
る
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
議
長
国
日
本
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

日
本
は
、
二
国
間
で
、
ま
た
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
日
本
と
い
う
形

で
も
、
歴
史
的
に
関
係
を
深
め
て
き
た
。
特
に
近
年
は
、
イ
ン
ド
太

平
洋
の
地
域
秩
序
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
協
力
を
共
に
進

め
て
い
る
。

　

本
稿
で
は
、
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
現
在
の

国
際
情
勢
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
を
概
観
し
、
こ
こ
数
年
急

速
に
深
ま
っ
て
い
る
日
欧
協
力
の
質
的
変
化
と
、
そ
れ
が
日
欧
間
の

信
頼
醸
成
や
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
期
待
に
つ
な
が
っ
て

い
る
こ
と
を
考
察
し
た
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
へ
の
結
束
維
持

　

Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
の
主
要
議
題
の
一
つ
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

へ
の
対
応
、
特
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
に
Ｇ
７
が
ど
れ
だ
け
結
束
し
て

コ
ミ
ッ
ト
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
現
時
点
で
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
諸
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
支
持
と
共
感
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の

が
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
平
和
と
安
定
が
、
こ
の
戦
争
の
帰
結

に
決
定
的
に
依
存
し
て
い
る
と
い
う
明
確
な
認
識
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
国
の
政
治
指
導
者
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
的
党
派
を
超
え
て
広

が
っ
て
い
る
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
し
、
戦

Eva Pejsova　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｓ
・
ラ
ジ
ャ

ラ
ト
ナ
ム
国
際
問
題
研
究
所
（
Ｒ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
で
戦

略
学
の
博
士
号
取
得
。
チ
ェ
コ
外
務
省
、
フ
ラ
ン

ス
首
相
府
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
、
ア
ジ
ア
欧
州
財
団
（
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ｆ
）、
欧
州
連
合
安
全
保
障
研
究
所
（
Ｅ
Ｕ

Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
な
ど
を
経
て
現
職
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
の
安
全
保
障
問
題
を
中
心
に
研
究
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
見
た

イ
ン
ド
太
平
洋
戦
略
の
深
化
と
日
欧
協
力

経
済
中
心
か
ら
、
国
際
秩
序
を
共
に
担
う
同
志
国
へ
、

日
欧
関
係
は
性
格
を
大
き
く
変
え
つ
つ
あ
る
。

近
年
の
関
係
強
化
の
実
績
を
踏
ま
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
視
点
か
ら

現
在
の
国
際
情
勢
と
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
意
義
を
考
え
る
。
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争
が
長
期
化
す
る
な
か
、
な
ぜ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
で
は
、
開
戦
当
初

に
予
想
さ
れ
た
よ
り
も
は
る
か
に
強
力
な
結
束
が
維
持
さ
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
何
よ
り
国
家
主

権
と
領
土
保
全
の
擁
護
と
い
う
、
国
際
秩
序
の
基
本
原
則
が
侵
害
さ

れ
た
こ
と
へ
の
危
機
感
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
で
、
過
去
に
ロ
シ

ア
の
侵
略
に
苦
し
ん
だ
東
欧
・
北
欧
諸
国
の
経
験
は
、
い
ま
も
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
集
合
的
な
記
憶
の
中
に
生
き
続
け
て
お
り
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

へ
の
支
援
継
続
を
支
え
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、戦
闘
の
情
勢
は
時
々
刻
々
と
変
化
し
て
い
る
と
は
い
え
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
強
力
な
抵
抗
を
示
し
続
け
る
一
方
で
、
圧
倒
的
な

軍
事
力
を
誇
る
ロ
シ
ア
軍
が
、
戦
場
に
お
い
て
し
ば
し
ば
劣
勢
に
立

た
さ
れ
て
い
る
状
況
は
、各
国
の
判
断
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
て
い
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
「
自
分
た
ち
の
支
援
が
あ
れ
ば
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

勝
利
で
き
る
」
と
確
信
を
持
て
る
こ
と
が
、
支
援
継
続
の
一
つ
の
カ

ギ
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
大
西
洋
を
ま
た
ぐ
米
欧
関
係
、
な
か
ん
ず
く
北
大
西
洋

条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
の
意
義
と
機
能
が
復
活
し
た
こ
と
は
、
大

き
な
意
味
を
持
つ
。
ア
メ
リ
カ
の
関
与
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
団
結

と
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
強
さ
の
感
覚
」
を
復
活
さ
せ
た
面
が
あ
る
。

　

そ
の
結
果
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
キ
ー
ウ
へ
の
軍
事
支
援
を
継
続
す

る
意
志
は
ま
っ
た
く
弱
ま
っ
て
い
な
い
。
Ｅ
Ｕ
は
今
年
二
月
、
欧
州

平
和
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
を
通
じ
た
五
億
ユ
ー
ロ
の
追
加
軍
事
支
援
を
承

認
し
、
こ
れ
ま
で
拠
出
し
た
金
額
は
総
額
で
三
六
億
ユ
ー
ロ
に
達
し

た
。
特
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
バ
ル
ト
三
国
、
中
欧
諸
国
は
、
一
人
当
た

り
の
軍
事
援
助
物
資
を
最
も
多
く
提
供
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
関
与
拡

大
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
ド

イ
ツ
は
、
当
初
レ
オ
パ
ル
ド
２
戦
車
の
投
入
に
難
色
を
示
し
て
い
た

が
、現
在
で
は
も
う
一
つ
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
、

戦
争
が
続
く
限
り
軍
事
支
援
を
継
続
す
る
こ
と
で
合
意
し
て
い
る
。

問
題
は
、
自
国
の
軍
備
が
枯
渇
し
て
い
く
な
か
で
、
い
つ
ま
で
支
援

が
継
続
で
き
る
か
、
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
ア
メ
リ
カ
と
の
（
あ

る
い
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
枠
組
み
で
の
）
協
力
は
、
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
。

　

各
国
の
世
論
に
目
を
向
け
る
と
、
現
時
点
で
は
市
民
の
間
で
「
戦

争
疲
れ
」
や
「
支
援
疲
れ
」
は
、
そ
れ
ほ
ど
広
が
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
ユ
ー
ロ
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
二
〇
二 

二
年
一
二
月
現
在
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
七
四
％
の
人
々
が
、

Ｅ
Ｕ
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
・
財
政
・
人
道
支
援
や
ロ
シ
ア

へ
の
制
裁
を
依
然
と
し
て
支
持
し
て
い
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
と
高

イ
ン
フ
レ
は
、
そ
れ
ほ
ど
世
論
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
な
い
よ

う
で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
生
活
費
の
高
騰
や
経
済
全
般
に
対
す
る
不
安
は
確
か
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に
懸
念
材
料
で
あ
る
。
多
く
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
運
動
の
勢
力
が
増
し
、
政
治
的
・
社
会
的
分
断
が
深
ま
る
可

能
性
が
あ
る
。
ク
レ
ム
リ
ン
の
偽
情
報
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
「
難
民
疲

れ
」
が
す
で
に
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
市
民
の
支
持
が
徐
々

に
薄
れ
て
い
く
リ
ス
ク
は
排
除
で
き
な
い
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
が
い
つ
ま
で
続
く
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

停
戦
や
和
平
に
向
け
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
場
は
明
確
で
あ
る
。

二
〇
二
二
年
九
月
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
国
連

で
行
っ
た
ビ
デ
オ
演
説
で
「
平
和
の
公
式
（peace form

ula

）」
を

発
表
し
、
そ
の
中
で
和
平
の
条
件
と
し
て
、
国
連
憲
章
に
基
づ
く
ウ

ク
ラ
イ
ナ
領
土
の
一
体
性
の
回
復
、
す
べ
て
の
敵
対
行
為
の
停
止
、

戦
争
犯
罪
の
処
罰
、
核
施
設
の
安
全
性
の
重
視
な
ど
に
言
及
し
て
い

る
。
こ
の
間
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
寄
り
添
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ

ン
大
統
領
は
、
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
演
説
の
後
、
直
ち
に
支
持
を
表
明
し

た
。
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
か
ら
一
年
の
時
期
に
開
催
さ
れ
た
国

連
総
会
特
別
会
合
で
、
Ｅ
Ｕ
の
ジ
ョ
セ
ッ
プ
・
ボ
レ
ル
上
級
代
表
兼

欧
州
委
員
会
副
委
員
長
は
、
全
Ｅ
Ｕ
を
代
表
し
て
こ
の
提
案
を
支
持

し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
今
後
の
戦
況
に
左
右
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、
停
戦

や
和
平
に
関
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
立
場
が
こ
こ
か
ら
大
き
く
逸
脱
す

る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

対
中
認
識
の
変
化
が
イ
ン
ド
太
平
洋
へ
の
関
心
を
高
め
る 

　

こ
こ
数
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
イ
ン
ド
太
平
洋
の
地
域
秩
序

に
対
す
る
関
心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
前

も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
こ
の
地
域
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
が
、

そ
の
関
心
は
長
い
間
ほ
ぼ
経
済
的
な
用
語
で
定
義
さ
れ
て
き
た
。
こ

の
地
域
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
重
要
な
貿
易
相
手
国
―
―
中

国
、
日
本
、
韓
国
、
そ
し
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）

が
あ
る
。中
国
は
Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
二
番
目
の
貿
易
相
手
国
で
あ
り（
一

位
は
ア
メ
リ
カ
）、
Ｅ
Ｕ
は
中
国
に
と
っ
て
最
大
の
貿
易
相
手
で
あ

る
。中
国
の
経
済
的
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
大
き
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

他
方
、
二
〇
一
八
年
に
日
Ｅ
Ｕ
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
締
結

さ
れ
た
こ
と
で
、
日
本
と
の
経
済
関
係
も
さ
ら
に
拡
大
し
て
お
り
、

Ｅ
Ｕ
と
日
本
の
貿
易
額
は
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
二
五
％
を
占
め
て
い

る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
繁
栄
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋
の
安
全

保
障
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
こ
の

地
域
の
安
定
が
世
界
の
安
定
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ

の
安
全
保
障
環
境
が
か
な
り
脆
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
こ
ろ

政
治
・
安
全
保
障
問
題
へ
の
関
心
と
関
与
を
強
め
て
き
た
。
な
か
で

も
フ
ラ
ン
ス
は
イ
ン
ド
洋
と
太
平
洋
の
両
海
域
に
約
一
六
〇
万
人
の



29

広島サミット　問われるG7

フ
ラ
ン
ス
市
民
が
住
む
海
外
領
土
や
広
範
な
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ

Ｅ
Ｚ
）
を
有
し
、
こ
れ
ら
を
守
る
た
め
に
こ
の
地
域
に
計
七
〇
〇
〇

人
規
模
の
兵
力
を
常
時
配
備
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
の
「
イ
ン
ド
太
平
洋

シ
フ
ト
」
を
促
す
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
根
底
に
は
、
中
国
に
対

す
る
認
識
が
、
経
済
的
な
機
会
か
ら
安
全
保
障
上
の
脅
威
へ
と
変
化

し
た
こ
と
が
あ
る
。

　

二
〇
二
一
年
以
降
、
独
自
の
「
イ
ン
ド
太
平
洋
に
お
け
る
協
力
戦

略
」
を
掲
げ
る
な
ど
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
こ
の
地
域
の
戦
略
的
優
先
度

は
高
ま
り
、
関
与
の
あ
り
方
も
質
・
量
と
も
に
格
段
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
そ
の
傾
向
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

あ
る
い
は
、
中
ロ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
携
が
深
ま
っ
て
い
る
と
い
う

点
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
後
い
っ
そ
う

強
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
過
去
一
〇
年
間
で

急
激
に
悪
化
し
た
。
中
国
政
府
は
、通
信
、港
湾
イ
ン
フ
ラ
、メ
デ
ィ

ア
、
学
術
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
戦
略
的
に
重
要
な
分
野
に

対
し
て
積
極
的
に
投
資
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
も
あ
る
時
期
ま
で
は
そ

れ
を
歓
迎
し
て
き
た
。
し
か
し
中
国
が
そ
れ
を
テ
コ
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
政
治
的
影
響
力
を
拡
大
し
て
い
る
と
徐
々
に
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
、
二
〇
一
六
年
に
常
設
仲
裁
裁
判
所
（
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
で
、
南

シ
ナ
海
に
お
け
る
権
利
に
関
し
て
中
国
の
主
張
を
退
け
る
判
決
が
出

さ
れ
た
際
に
、
Ｅ
Ｕ
は
直
ち
に
中
国
を
強
く
批
判
す
る
声
明
を
発
表

し
よ
う
と
し
た
が
、
ギ
リ
シ
ャ
が
反
対
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
結
束
に
楔
を
打
ち
込
む
北
京
の
能
力
を
示
し
、
強
い
警
鐘

と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
中
国
の
人
権
侵
害
に
対
す
る
Ｅ
Ｕ
の
批
判
に

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
反
対
す
る
な
ど
の
事
例
が
続
い
た
。
言
う
ま
で
も
な

く
ギ
リ
シ
ャ
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
も
中
国
の
重
要
な
投
資
先
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
中
国
の
影
響
力
が
強
い
の
は
そ
の
二
ヵ
国
に
限
ら
な
い
。
ド

イ
ツ
は
自
国
の
経
済
的
利
益
、
特
に
自
動
車
産
業
の
機
会
を
重
視
し

て
、
中
国
批
判
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
。
他
方
、
同
じ
く
一
六
年
の

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
の
ス
パ
イ
事
件
の
発
覚
や
５
Ｇ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
導

入
に
関
す
る
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
も
、
中
国
イ
メ
ー
ジ
を
悪
化
さ
せ
て

い
っ
た
。

　

そ
し
て
近
年
に
な
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

対
す
る
中
国
政
府
の
対
応
や
、声
高
な
「
戦
狼
外
交
」
の
展
開
に
よ
っ

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
民
の
間
で
も
、
中
国
に
対
す
る
懐
疑
や
批
判
が

広
が
っ
て
い
っ
た
。
最
後
の
一
押
し
と
な
っ
た
の
は
、
中
国
が
ロ
シ

ア
の
違
法
な
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
支
持
し
、
中
ロ
間
の
協
調
が
深

ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
変
化
が
生
ま
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、
中

国
に
対
し
て
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
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て
い
た
東
欧
・
中
欧
諸
国
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
以
降
、
中
国
に
対

し
て
最
も
批
判
的
に
な
っ
て
い
る
。
二
つ
目
は
、
台
湾
海
峡
や
東
シ

ナ
海
、
南
シ
ナ
海
な
ど
安
全
保
障
上
の
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
イ
ン
ド

太
平
洋
に
数
多
く
存
在
す
る
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
認
識
し
、
近

隣
の
民
主
主
義
国
の
懸
念
に
同
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ

る
。 

中
国
と
ロ
シ
ア
の
連
携
は
、
権
威
主
義
の
台
頭
に
対
抗
す
る

た
め
、
日
本
を
は
じ
め
志
を
同
じ
く
す
る
地
域
の
民
主
的
パ
ー
ト

ナ
ー
と
の
政
治
・
安
全
保
障
上
の
関
係
強
化
に
弾
み
を
つ
け
る
な
ど
、

副
次
的
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

日
欧
協
力 

多
様
な
取
り
組
み
と
可
能
性 

　

こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、日
欧
協
力
の
実
績
と
そ
の
意
味
、

今
後
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
日
本
は
、
長
い
交
流
の
歴
史
が
あ
り
、
民

主
主
義
、
人
権
、
法
の
支
配
と
い
っ
た
価
値
観
を
共
有
す
る
、
最
も

信
頼
で
き
る
地
域
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

ほ
か
の
イ
ン
ド
太
平
洋
諸
国
と
同
様
、
そ
の
関
係
は
ほ
と
ん
ど
が
貿

易
と
経
済
に
限
定
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
二
〇
一
六
年
以
降
、
三
つ

の
要
素
に
よ
っ
て
質
的
に
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
要

素
と
は
、
私
が
「
Ａ
Ｂ
Ｃ
効
果
」
と
呼
ぶ
、
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス

ト
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
、
そ
し
て
中
国
で
あ
る
。

　

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
下
で
、
ア
メ
リ
カ
は
内
向
き
の

傾
向
を
強
め
、
国
際
協
力
へ
の
関
心
が
低
下
し
た
。
そ
の
結
果
、
多

く
の
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
は
、
ア
メ
リ
カ
に
安
全
保
障
を
依
存
し
す

ぎ
る
こ
と
の
脆
弱
性
を
認
識
し
、
自
立
的
な
安
全
保
障
や
他
の
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
連
携
・
協
力
な
ど
、
手
段
の
多
様
化
を
試
み
た
。

　

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
強
い
衝
撃
を
も
た
ら
し

た
。
Ｅ
Ｕ
と
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
外
交
・
安
全
保
障
の
プ
レ
ー

ヤ
ー
と
し
て
の
役
割
を
強
化
す
る
必
要
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
そ
の
た
め
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
た
。
一
六
年
か

ら
始
ま
っ
た
常
設
軍
事
協
力
枠
組
み
（
Ｐ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
防
衛
基
金
な
ど
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
間
の
防
衛
協
力
強
化
の
取
り
組
み
は
、
Ｅ
Ｕ
を
シ
ビ
リ

ア
ン
パ
ワ
ー
と
し
て
の
地
位
か
ら
明
確
に
シ
フ
ト
さ
せ
、
国
際
的
な

安
全
保
障
ア
ク
タ
ー
と
し
て
の
存
在
感
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　

中
国
の
脅
威
に
対
す
る
認
識
の
高
ま
り
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
最
近
の
動
向
を
鑑
み
る
と
、
中
国
の
台
頭
を

管
理
す
る
必
要
性
は
、日
欧
間
で
共
通
の
戦
略
目
標
と
な
っ
て
い
る
。

同
時
に
日
欧
は
、
米
中
間
の
戦
略
的
対
立
が
高
ま
る
な
か
で
自
分
た

ち
の
利
害
を
調
整
す
る
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
共
通
の
関
心
事
を
持

つ
。
な
お
、
こ
の
間
の
日
欧
関
係
の
深
化
は
、
日
本
側
で
は
安
倍
政
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権
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
重
要
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
Ｅ
Ｕ
と
日
本
の
結
び
つ
き
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
強

ま
っ
て
い
る
。
一
八
年
に
署
名
さ
れ
た
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
一
九
年

の
「
持
続
可
能
な
連
結
性
及
び
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」、
最
近
で
は
「
グ
リ
ー
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」

と
「
デ
ジ
タ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が
調
印
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
日
欧
間
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
・
経
済
的
枠
組
み

が
重
層
的
に
構
築
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
を
実
際
に
運
用
し
て
成
果

を
上
げ
る
に
は
、
さ
ら
に
多
く
の
努
力
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

そ
の
方
向
性
は
明
確
で
あ
り
、政
治
的
な
意
思
も
揺
ら
い
で
い
な
い
。

今
後
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
見
出
し
て
、
協
力
の
実
質
を
高
め
る
こ
と

に
な
ろ
う
。
例
え
ば
先
ほ
ど
言
及
し
た
「
持
続
可
能
な
連
結
性
」
の

強
化
、
あ
る
い
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
ウ
ス
」
へ
の
協
力
、
気
候
変

動
、
デ
ジ
タ
ル
や
グ
リ
ー
ン
・
ト
ラ
ジ
シ
ョ
ン
の
分
野
で
の
ル
ー
ル

構
築
な
ど
は
、
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
や
協
力
の
蓄
績
が
あ
り
、

比
較
的
成
果
を
上
げ
や
す
い
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
安
全
保
障
や
防
衛
な
ど
、
従
来
は
政
治
的
に
敏
感
だ
っ
た

分
野
で
も
進
展
が
見
ら
れ
る
。
な
か
で
も
海
上
安
全
保
障
は
重
要
な

関
心
分
野
で
あ
り
、
具
体
的
な
成
果
も
生
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の
海

上
自
衛
隊
は
、
ア
ラ
ビ
ア
海
で
Ｅ
Ｕ
の
海
軍
部
隊
ア
タ
ラ
ン
タ
と
複

数
回
の
合
同
演
習
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
よ
り
大
規
模
な
作
戦
協
力

を
可
能
に
す
る
「
行
政
取
決
」
に
署
名
す
べ
く
、
準
備
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
と
の
個
別
の

関
係
だ
け
で
な
く
、
Ｅ
Ｕ
と
の
間
で
も
艦
隊
の
寄
港
・
訪
問
や
合
同

演
習
の
機
会
が
増
し
、
長
期
的
に
は
相
互
運
用
性
や
行
動
範
囲
・
能

力
の
拡
大
な
ど
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

ド
イ
ツ
か
ら
日
本
へ 

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
持
続
に
期
待

　

最
後
に
、
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
に
向
け
て
、
日
本
に
期
待
す
る
こ

と
を
述
べ
た
い
。

　

主
要
な
議
題
と
し
て
は
、
現
在
進
行
中
の
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
、
ロ
シ
ア
と
中
国
の
関
係
、
そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
価
格

を
含
む
経
済
的
諸
問
題
が
中
心
に
な
る
だ
ろ
う
。よ
り
具
体
的
に
は
、

経
済
の
強
靭
性
の
回
復
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
再
編
や
経
済
安
全

保
障
、
非
核
化
へ
の
取
り
組
み
な
ど
が
最
優
先
の
課
題
と
な
る
だ
ろ

う
。
い
ず
れ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
は
、
議
長
国
日
本
と
協
力
し
な
が

ら
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

同
時
に
、
他
の
重
要
な
地
球
規
模
課
題
へ
の
対
応
も
お
そ
そ
か
に

で
き
な
い
。
気
候
変
動
、
グ
ロ
ー
バ
ル
保
健
、
食
料
安
全
保
障
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
シ
フ
ト
な
ど
は
、
Ｅ
Ｕ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
中
で
も
伝
統

的
に
優
先
度
が
高
い
問
題
で
あ
り
、
昨
年
の
議
長
国
ド
イ
ツ
も
力
を

注
い
だ
分
野
で
あ
る
。
●�

（
翻
訳
・
編
集
部
）




